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７
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
７
月
24
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

九書　長谷川裕美　穏やかな字づく
りで二群のバランスのとれた章法
が見事。墨色の変化・美しさを楽
しめ、衒いのなさが品位を高めて
いる。雅印があると益々良。
	 （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

新書　小柳　浩美　墨の潤渇、線の太細、遅速緩
急のリズム、空間処理、古筆が意図する小宇宙
の美意識をよく理解し精進されている作。
	 （審査評　西口　貴翠）

【漢字半紙】

百合　外山　香風　墨色の美しさ、
太細、緩急遅速の自在さ、特に縦
画の動きがすばらしい。余白のと
り方も良く大胆な筆致で見事。
	 （審査評　田村　紫葉）

【新和様条幅】
宮
城
　
阿
部
　
絹
子
　
字
形
、
線
質
共
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
全
体
の
構
成
や
漢
字
、
か
な
の
調
和
等
総
合

的
な
書
美
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
傑
出
し
た
作
品
。

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
木
月
　
荒
　
恭
子

　大
ら
か
で
ゆ
っ
た
り
と
呼
吸
し
た
行
の
流
れ
あ
り
、
錬
磨
さ
れ
た
温
か
く
柔
軟
な
線
が

生
き
る
。
か
な
条
幅
な
ら
で
は
の
優
雅
な
風
が
漂
う
作
。		

︵
審
査
評

　中
條

　琳
音
︶

【漢字条幅】
松
　
角
田
　
茅
水

　熟
達
し
た
運
筆
と
筆
捌
き
に
、
群
を
抜
く
墨
色
の
冴
え
が
光
る
。
落
ち
着
い
た
風
情
を

感
じ
さ
せ
る
優
秀
作
で
あ
る
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　
伊
賀
　  

石
田
　
春
代

　
　
島
田
　  

田
村
　
　
潔

　
　
書
学
　  

豊
福
絵
理
子

　
　
圭
石
　  

藤
木
　
夕
楊

　
　
水
茎
　  

藤
井
　
嶺
月

　
　
書
学
　  

久
保
真
紀
子

　
　
書
学
　  

河
口
　
昭
子

　
　
書
学
　  

小
島
　
黄
雪

　
　
書
学
　  

尾
㟢
美
和
子

　
　
川
書
　  
渡
邉
　
　
忠

　
　
松
宝
　  

市
原
　
節
子

　
　
書
学
　  

上
村
恵
美
子

　
　
游
山
　  

牧
岡
　
牧
子

　
　
新
潟
　  

坂
井
　
光

　
　
書
学
　  

富
永
　
恵
理

　
　
友
和
　  

上
原
万
里
子

　
　
書
学
　  

赤
田
　
千
恵

　
　
梧
星
　  

監
物
　
秀
華

　
　
書
学
　  

高
見
　
咲
紀

　
　
梧
星
　  
和
泉
田
生
華

　
　
長
湫
　  

榎
並
真
喜
子
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　
松
飛
　  

鹿
毛
　
艸
雨

　
　
欣
書
　  

民
部
田
鳳
春

　
　
Ｏ
Ｉ
　  

高
橋
　
英
秀

　
　
こ
ず
　  

村
岡
　
初
江

　
　
書
学
　  

牟
田
　
幸
子

　
　
水
茎
　  

川
上
　
直
子

　
　
山
口
　  

村
岡
真
由
美

　
　
永
岳
　  

岡
部
　
瑛
心

　
　
水
茎
　  

辰
巳
　
望
雲

　
　
書
学
　  

西
原
　
　
薫

　
　
青
葉
　  

中
村
　
恵
子

　
　
書
学
　  

槻
木
　
新
二

　
　
峰
水
　  

本
吉
　
智
子

　
　
愛
光
　  

水
田
　
明
美

　
　
秋
桜
　  

門
眞
み
い
子

　
　
崖
雲
　  

音
田
　
崖
花

　
　
追
浜
　  

平
田
　
智
世

　
　
邑
心
　  

吉
島
　
慶
皋

　
　
長
湫
　  

市
川
　
佳
泉

　
　
松
原
　  

矢
野
　
　
瞳

　
　
永
岳
　  

新
井
ツ
ヤ
子
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　
水
茎
　  

青
戸
佑
き
こ

　
　
九
書
　  

垣
田
　
理
恵

　
　
書
学
　  

浅
野
　
春
岳

　
　
Ｍ
Ｍ
　  

日
山
　
貴
子

　
　
広
島
　  

好
田
　
萩
水

　
　
書
学
　  

豊
福
絵
里
子

　
　
水
茎
　  

布
川
裕
美
子

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
恵
那
　  

林
　
　
里
美

　
　
書
学
　  
鈴
木
　
　
哲

　
　
伊
賀
　  

岡
田
　
宏
美

　
　
書
学
　  

佐
藤
　
尉
子

　
　
小
絹
　  

小
畑
　
知
子

　
　
小
諸
　  

篠
原
　
智
巨

　
　
シ
ョ
　  

角
田
　
幸
広

　
　
有
彣
　  

池
田
有
紀
子

　
　
水
茎
　  

木
脇
　
美
香

　
　
書
学
　  

志
村
　
　
望

　
　
書
学
　  

松
田
　
　
彩

　
　
書
学
　  
菅
家
　
　
歩

　
　
武
庫
　  

伊
谷
め
ぐ
み
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今月の優秀作品細 字

習志　  安葊　清翠

伊賀　  石田　春代

日報　  鳩岡　淳子

書学　  和久津久美

湘花　  阿部のり子

書学　  尾㟢美和子

やの　  野口　翆隄

書学　  山根美枝子

書学　  宮下　香奈
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
く
）

審
査
評
￨
石
橋

　鯉
城

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
蒲
）

審
査
評
￨
石
橋

　鯉
城

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
仙
嶺
」

随
意
「
人
間
萬
事
塞
翁
馬
」

兵
庫
　
絹
川
　
佳
苑

　大
ら
か
で
屈
託
な
く
軽

快
な
筆
遣
い
。
好
感
の
も
て
る
作
。
多
く
の

人
が
考
え
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
程
素
直

な
作
は
他
に
な
か
っ
た
。
起
筆
の
妙
見
る
べ

し
。

水
茎
　
浦
上
み
ど
り

　広
い
空
間
に
一
筆
で
書

き
上
げ
る
作
品
と
し
て
「
く
」
は
仲
々
難
し

い
。
長
鋒
羊
毫
の
細
い
筆
で
骨
力
で
示
し
て
、

余
白
も
活
き
て
い
る
。

平
心
　
長
田
　
哲
香

　常
識
的
な
平
が
な
の

「
く
」
の
字
を
書
い
て
間
違
い
の
な
い
姿
を

表
す
。
起
筆
で
の
溜
め
が
あ
れ
ば
線
の
変
化

や
暢
び
や
か
さ
も
出
し
得
た
に
違
い
な
い
。

水
茎
　
山
㟢
ミ
ユ
キ

　右
辺
に
余
白
を
残
し
、

柔
軟
な
仮
名
の
線
が
見
事
な
作
。
起
筆
の
筆

の
入
り
方
絶
妙
。
終
筆
の
上
線
の
長
き
が
止

ま
れ
ば
余
韻
も
生
じ
た
だ
ろ
う
。

日
南
　
薮
下
　
春
子

　昔
か
ら
書
美
は
点
画
の

表
現
に
あ
り
と
言
う
が
実
に
達
筆
。
草
の
手

に
よ
り
蒲
の
十
二
画
迄
、
一
筆
で
書
き
な
が

ら
最
後
の
一
点
と
押
印
を
以
っ
て
右
辺
が
活

き
て
完
成
。

茨
城
　
石
塚
　
五
牛

　特
異
な
筆
を
用
い
て
の

表
現
と
見
え
、
終
筆
が
一
寸
決
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
墨
色
の
変
化
と
遊
び
心
で
娯
ま
せ

る
作
。

大
門
　
小
澤
　
美
佐
子

　気
魄
に
富
ん
で
筆
力

充
分
。
少
し
黒
々
と
し
て
品
致
を
損
う
看
板

の
字
風
に
な
り
が
ち
だ
。
磨
墨
に
よ
る
墨
色

の
変
化
。
縮
墨
等
の
使
用
も
試
み
た
い
。

広
島
　
好
田
　
萩
水

　一
字
書
で
の
表
現
の
妙

を
よ
く
理
解
し
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
作
。

墨
色
の
変
化
も
青
墨
を
用
い
て
実
に
美
し

い
。
心
技
一
如
。
字
が
立
つ
。

書
学 

嬉
野
　
満
利
子

石
印
材
で
刻
し
て
い
る
が
陶
印

を
感
じ
さ
せ
る
刻
線
。
左
側
の

外
郭
を
大
胆
に
取
り
除
い
た
こ

と
が
功
を
奏
し
た
。

書
学 

金
丸
　
洋
輔

斉
白
石
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る

力
強
い
刀
法
。分
間
を
極
限
ま
で

詰
め
た
こ
と
に
よ
り
朱
白
が
鮮

明
で
目
を
引
く
作
。

書
学 

石
井
　
孝
夫

上
部
を
密
に
し
て
、
下
部
を
疎

に
し
た
章
法
。
線
も
潤
渇
が
表

現
さ
れ
て
い
る
味
わ
い
深
い
作
。

島
田 

田
村
　
　
潔

字
法
、章
法
共
に
優
れ
た
実
力
が

窺
え
る
作
。但
し
刀
先
で
突
っ
つ

い
た
様
な
撃
辺
や
線
の
欠
け
は

痛
々
し
く
見
え
る
の
で
更
な
る

研
究
を
。
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書
学 

石
井
　
孝
夫

上
部
を
密
に
し
て
、
下
部
を
疎

に
し
た
章
法
。
線
も
潤
渇
が
表

現
さ
れ
て
い
る
味
わ
い
深
い
作
。

島
田 

田
村
　
　
潔

字
法
、章
法
共
に
優
れ
た
実
力
が

窺
え
る
作
。但
し
刀
先
で
突
っ
つ

い
た
様
な
撃
辺
や
線
の
欠
け
は

痛
々
し
く
見
え
る
の
で
更
な
る

研
究
を
。


